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研究成果の概要： 
制度学の理論的枠組に基づき以下の内容について分析・独自モデルを開発する。 
日本型人事システムの特色と補完性の特定、日本型人事システムと他のビジネスシステムの補

完性の特定、日本型ビジネスシステムと人事システムの形成・定着プロセスの分析、日本型人

事システムの対極的なシステムであるアングロサクソン型人事システムの特色と補完性の特定

（アングロサクソン型人事システムは日本型人事システムの変化の方向性である）、日本型人事

システムの変化のメカニズム分析 
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研究分野：社会科学 
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１．研究開始当初の背景 
日本における人事システムは日本的経営

の最大の特色のひとつともいえる大きな特
色であるが、1990 年代以降日本において人事
システムは変化してきている。 
変化の理由としては、社員高齢化による人

件費の高騰、1990 年代を通じての長期的な不
況、急速なグローバル化の進展にともなうグ
ローバル規模の競争激化、情報化・デジタル
化の急速な進展など技術革新スピードの速

まり、などが挙げられることが多い。だが、
このような要因だけでなく、株主構造や資金
調達システム、企業間関係など日本全体の経
済・経営システムとの関係、さらには社会的
な価値観、法体系、教育システム、社会保障
システムなど経済環境以外の環境要因など、
幅広い環境要因から日本型人事システムの
変化を捉えたいとの問題意識から本研究は
スタートしている。 
背景にあるのは、幅広い視点から分析する
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ことが、現在変化している日本の人事システ
ムの変化の方向性を知る上で重要だという
認識である。近年、経済学や社会学などさま
ざ ま な 分 野 に お け る 制 度 理 論
(Institutional Theory)の経営学・組織論へ
の応用が発展している。経営機能の一分野で
ある人事分野においても制度理論の枠組み
からの分析が求められている。 
このような問題認識の下、本研究は制度理

論の枠組みに基づいて人事システムを捉え
ることによって、日本型人事システムの形
成・定着のメカニズムを明らかにし、さらに
現在の変化のメカニズムと方向性を分析し
たいというのが研究開始の動機であった。 
研究当初は、制度理論の中でも制度社会学

の理論を中心に研究を行っており、その後、
制度経済学・VoC (Varieties of Capitalism)
アプローチなどに理論的フレームワークを
広げていった。 
 
２．研究の目的 
(1)制度経済学の理論的枠組みに基づく領域 
 近年、比較制度経済学さらに制度経済学と
制度社会学の両者の影響を受けた国際比較
研究分野(VoC=Varieties of Capitalism アプ
ローチと総称する場合が多いが、Divergent 
Capitalism など他の呼び方もある)が急速に
発達してきている。 
これらの学派で共通するのは、国にあるさ

まざまな個別社会システム（あるいは個別社
会制度・本研究ではシステムはシステムズ理
論、制度は制度理論に基づいて用いているが、
システムと制度は重複している側面があり、
その側面については両者は同意語として扱
う）間の補完性である。さらにこれらの学派
では、人事システムは多岐にわたる個別シス
テムの中でも国全体の経済・経営システムを
特色づける重要な要因であるという主張が
なされているおり、VoC アプローチでは、国
の人事システムの特色が国の生産戦略や競
争戦略の特色にも影響をおよぼすとの指摘
がされている。 
本研究では、上記の主張・理論的フレーム

ワークに基づいて日本型経済・経営システム、
日本型人事システムの特色を特定し、各特色
間の補完関係を具体的に分析する。 
 
(2)制度社会学の理論的枠組みに基づく領域 
制度社会学では国に特定の社会制度

(Social Institutions)が普及していく要因（制
度化要因）として、規制・規範・認知の３つ
を主張しているが、この３つの制度化要因か
ら国の人事システムの形成・定着の分析が
ヨーロッパを中心に近年普及してきている
など、海外では人事分野に制度社会学の枠組
みを活用する動きが次第に普及してきてい
る。だが日本では人事分野への制度社会学の

応用はいまだ未知数の段階といえる。本研究
はこういった状況の中で、日本における先駆
的な研究として日本型人事システムの形
成・定着プロセスを分析する。さらに人事シ
ステムは他の社会・経済・経営システムと密
接な関係をもっていることから、日本型経
済・経営システムの形成・定着プロセスも制
度社会学の枠組みを応用して分析する。 
 特に分析の枠組みとして活用するのは、以
下の２つの制度社会学の主張である。 

① 組織が利益を得る外部環境には、市場競
争・技術革新などの技術環境と法的など
の規制・社会の価値観などの制度環境の
２つのタイプの環境がある。 

② 社会制度が定着する制度化要因として、
規制・規制・認知の３つの要因を挙げる。 

 
３．研究の方法 
(1)日本型経済・経営システムと日本型人事シ
ステムの特色と特色間の具体的な補完関係
を分析。 
具体的な内容は以下のとおり。 
① 日本型人事システムの補完性タイプの特
定。 

② 日本型経済・経営システムと日本型人事
システムの形成・定着の歴史的プロセス
の分析。これは日本型経済・経営システ
ム・人事システムの補完性の形成プロセ
スの分析でもある。 

③日本型経済・経営システムと日本型人事シ
ステムの間の補完性の分析 

◆分析方法：文献調査に基づいて、人事シス
テムについては日本型人事システムについ
ては補完性タイプに対する独自モデルの開
発（表１・図１） 
 
(2)1990 年代以降変化している日本型経済・
経営システム、日本型人事システムについて
補完性タイプの変化のメカニズム・方向性を
分析。 
具体的な内容は以下のとおり。 
①日本型人事システムの補完性タイプの変
化のメカニズム・方向性 

② アングロサクソン型人事システムの補完
性タイプの特定 

②を行う理由：日本型人事システムは、アン
グロサクソン型人事システムの方向に変化
している。そこでアングロサクソン型人事シ
ステムの補完性タイプを特定する 
◆分析方法：文献調査に基づいて、アングロ
サクソン型人事システムの補完性タイプに
ついて独自モデルの開発（表２・図２） 
 
(3) 制度社会学の理論的フレームワークから
日本型人事システムの形成・定着プロセスの
分析 
日本型人事システムの根幹である長期雇用



 

 

の形成・定着に関する歴史的プロセスを制度
社会学が主張する規制・規範・認知の制度化
要因から分析する。 
◆分析方法：文献調査に基づいて独自コンセ
プトの開発（図３） 
 
４．研究成果 
(1)の成果：日本型人事システムの特色間の補
完性タイプについて以下の独自モデルの開
発 
 
表１：日本企業の人事施策の特色と各特色間
の補完性 
 
1.長期雇用（高い雇用保障の提供） 

2.新卒一括採用 

3.年次管理に基づく人事考課（査定）付年功制 

4.人ベースの社員格付け・賃金システム 

5.ローテーションを含む内部人材育成 

6.半ジェネラリスト・半スペシャリスト型の一律的人材

育成 

7.遅い昇進・選抜 

 
図１：日本型人事システムの補完性 
 
 流動性が低く内部労働市場中心   労働市場・人材 
 企業特殊スキル中心         タイプの特色 

 

  

 企業の人事施策         人事部主導の 
 内容は表１参照        人事管理 
 
 企業の人事施策の特色     人事管理の  
                所在の特色 

 
 
(2)の成果：日本型人事システム変化のメカ
ニズムと方向性に関する独自モデルの開発。
アングロサクソン型人事システムの特色間
の補完性タイプに関する独自モデルの開発 
 
表１：アングロサクソン諸国の企業における
人事施策の特色 
 
1.外部人材調達（解雇が比較的容易） 

2.職種別・職務別採用 

3.比較的早い段階での人材選抜 

4.スペシャリストとジェネラリストの分離 

5.職種内異動（外部移動性は高いが、内部異動性は低い） 

6.職務ベースの社員格付け・賃金システム 

7.成果主義・現価主義 

 
 
 
 
 
 

図２：アングロサクソン型人事システムの補
完性タイプ 
 
 人材流動性の高い労働市場    労働市場・人材 

 一般スキル中心         タイプの特色 
 
 
企業の人事施策       ライン管理者主導の 

内容は表２参照       分権的人事管理 

 

企業の人事施策の特色    人事管理権の所在の 

              特色 

 
 
 
 
(3)新制度学派（制度社会学）の理論的フレー
ムワークに基づく日本型人事システムの形
成・定着プロセスに関する独自モデルの開発 
 
図３：日本における長期雇用の定着プロセス 
（制度社会学からの分析） 
 
 制度環境            技術環境 
 
少数の企業が長期雇用施策 

を掲げる 

 

多くの企業が長期雇用施策    高度経済成長期で 

を模倣する           年功制・長期雇用が 

                済合理性をもつ   

              模倣 

◆高い雇用保障に対する社会 

的規範ができる 

◆日本的経営に対する理論面 

の発達と支持 

◆職能資格等級という実践的 

理論面の発展 

               規範 

 

長期雇用が次第に当然のものと 

受けとめられる。 

             認知 
 
解雇権濫用法理の確立 
 
労働基準法での法制化   規制 
 
契約法での法制化 
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